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	 	 	 ＜あらまし＞	 	 近年、ソーシャルメディアの広がりにより、世界的に社会的存在感理論を援用した

研究が増えてきている。社会的存在感は「メディアを介した相互作用によって、相手がそこにいると

感じられる程度」と定義されるが、情報技術や学際的研究の発展により、社会的存在感の捉え方が多

様になってきており、大きく 3 つに整理される。しかし、3 つの社会的存在感の関係は十分に検討さ
れていない。本研究では 3 つの社会的存在感を検討することを目的とする。本稿では本研究のために
行った試行実験の結果について中間報告をする。	 
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１．はじめに	 

ネットワーク環境の充実が進み，ビデオベース

のコミュニケーションも実用的なものとなった.
しかし, 近年, 普及が広がっているソーシャルメ
ディアにおいても, Twitter の授業での活用など
に代表されるように，実践的には未だテキストベ

ースの Computer-Mediated Communication 
(CMC)が重要な位置を占めている． 
このようなテキストベースCMCの教育利用に

おいて注目されている概念に社会的存在感があ

る（山田・北村 2010）．社会的存在感とは元来
「メディアを介した相互作用によって、相手がそ

こにいると感じられる程度」と定義されるが

（Short et al. 1976），その概念の批判的検討と研
究の進展により，大きく 3つの捉え方がある（山
田・北村 2010）．だが，その 3 つの社会的存在
感の関係は十分に検討されているわけではない．

そこで本研究では，メディアの特性に対する認識

としての社会的存在感，実際の相互作用の状態に

対する認識としての社会的存在感，発言によって

示される参加者の能力としての社会的存在感の

関係を検討することを目的とする． 
上記の目的のために行なった実験の結果から，

本稿ではメディアの特性に対する認識および実

際の相互作用の状態に対する認識としての社会

的存在感の構成要素について報告する． 
 
２．方法	 

2.1.	 実験の概要	 

実験は 3 人 1 組または 2 人 1 組で実施され，
インターネットにより 3 つの大学の実験室に設
置されたコンピュータを接続して行なった． 
参加者は事前調査票にコンピュータ上で回答

した後，実験課題（NASA課題の変形である「砂
漠で遭難したときどうするか」という課題）に単

独 10分取り組んだ．その後，コンピュータ上で
のテキストによるコミュニケーションで 40分間，
議論を行ない， グループで実験課題の解答を作
成した．グループで実験課題に取り組んだ後，参

加者は事後調査票にコンピュータ上で回答した．  
2.2.	 参加者	 

参加者募集は 4大学で個別に行ない，3大学で
1度の実験を行なうよう調整した．参加者は大学
1年生〜4年生および修士課程大学院生の男女 72
名（男性 38 名，女性 34 名）であった．3 人 1
組で実施したグループは 22 グループ，2 人 1 組
で実施したグループは 3グループであった． 
2.3.	 測定	 

事前調査票ではメディアの特性に対する認識

と し て の 社 会 的 存 在 感 に 関 す る 項 目

（Gunawardena 1995）への回答を求めた． 
実際の相互作用の状態に対する認識としての

社 会 的 存 在 感 に 関 す る 質 問 項 目 は

Gunawardena & Zittle (1997)および Arbaugh 
et al. (2010)をもとに本研究の状況に合わせて作
成した．それらの質問項目を事後調査票に含め，



参加者に回答を求めた． 
３．結果	 

3.1.	 メディアの特性に対する認識	 

事前調査票によって取得した SD 法による 16
項目（7件法）の回答結果についてカテゴリカル
因子分析（ポリコリック相関行列を用いた主成分

法による因子分析，プロマックス回転）を行った．

共通性および因子負荷量から最終的な分析では

14項目を用いて，3因子解を採用した． 
第 1因子は「楽しさ」（4項目）．第 2因子は「コ

ミュニケーション」（6項目）．第 3因子は「有用
性」（4項目）とした. 表 1に結果を示す. 

表１	 メディアの特性に対する認識 

 
3.2.	 相互作用の状態に対する認識	 

事後調査票によって取得した 17項目（5件法）
の回答結果についてカテゴリカル因子分析（ポリ

コリック相関行列を用いた主成分法による因子

分析，プロマックス回転）を行った．共通性およ

び因子負荷量から最終的な分析では 15項目を用
いて，3因子解を採用した（表２）． 
第 1因子は「グループの一体感」（9項目）．第

2 因子は「CMC の有用性」（3 項目）．第 3 因子
は「楽しさ」（3 項目）であった.. 表 2 に結果を
示す. 
４．結論と今後の課題	 

分析の結果, メディアの特性と相互作用の状
態から見る社会的存在感それぞれが 3 因子構造
であり、類似した解釈が可能な因子があることが

示された. 本稿の結果を受け, 各因子の関係と発
言データとの関係を整理し, マルチレベル分析
の観点も加えて，3つの社会的存在感の関係性を
検討したい. 

	 	 表２	 相互作用の状態に対する認識 
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